南ブロックA
１　特に方針とか指針を作成することはなかった。また、抽象的な作文は無意味と考えていたので、

成文化はしなかったが、ブロックの現状に基づいて、合同黙想会(四旬節と待降節）や教会学校

合同キャンプでは、司祭団と役員たち、担当者たちが、より実質的に、共同でプランを作り、

実施できるようになっている。

２　年頭司教書簡の」日常からミサを生きる」については、呼びかけてはいるが、信徒からの自発

　　的な動きはない。難しいという印象を受けているようである。しかし、具体的に分かち合いの

　　できる形を模索している。

３　ウォルケン神父様の二度の長期にわたる帰国治療とそのあとの日本での入院と帰国ということ

　　があり、ロペス神父様の新任によって、やっと共同司牧が具体化される見通しがつき始めて

いる。

４　また、小教区評議会の規約作成については、伏見と桃山では作成委員会を作り、伏見から試案

　　を提供した。伏見では試案を作成委員会での３回の検討を経て、今年の一月に信徒総会で承認、

　　二ヶ月近くをかけて、満二十歳以上の信徒の推薦を求め、八月に司祭団の承認を得て、役員を

　　決定した。八幡では、伏見案を採用して、すでに四月に規約を決定、五月からの推薦に入り、

　　六月には司祭団による決定を見ている。桃山は討議が活発で多くの意見が出たが、会議を重ね

　　て意見を集約、結果的には、八幡、伏見とあまり変わらない形で最近決定されるに至った。

５　ブロック会計については、在来は必要に応じ、行事ごとに、主日のミサ出席信徒数に比例する

　　分担金を徴収していたが、ロペス神父様の着任と共に、担当司祭団の電話代、ガソリン代を

ブロック会計で負担することになり、共同行事をも含めて、教区分担金に比例する分担金を

出し、ブロック会計を立ち上げ、現在順調に機能している。

６　根本的に意って、それぞれの教会が伝統と個性を生かし、互いに自主性を尊重して、多様性の

　　中の一致をコイノニア、交わりの理想として進む方向に、ほぼコンセンサスがまとまってきて

いるように思われる。

